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【１】組織の概要
（１） 名称及び代表者名

ネッツトヨタ山陽株式会社　代表取締役社長　鈴森　賢史

（２） 所在地
            本社 ・岡山店・やしの木店
            高柳店 
            東岡山店 
            原尾島店 
            岡南店 
            倉敷店 
            水島店 
            笠岡店 
            津山店 
            BPセンター 

〒700-0035　岡山県岡山市北区高柳西町11-18
〒703-8222　岡山県岡山市中区下470
〒703-8235　岡山県岡山市中区原尾島3丁目8-8
〒702-8035　岡山県岡山市南区福浜町3-7
〒710-0803　岡山県倉敷市中島1401
〒712-8051　岡山県倉敷市中畝2-9-28
〒714-0086　岡山県笠岡市五番町2-5
〒708-0885　岡山県津山市井ノ口2-21
〒710-0803　岡山県倉敷市中島1401

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責 任 者

担当者 
総務室　次長　   岩田　崇　
総務室　総務G　橋本　菜々
TEL：086-282-5579       FAX：086-281-3340
E-mail：hashimoto-n@netz-sanyo.co.jp
HP：https://www.netz-sanyo.jp/

（４） 事業内容

新車・各種中古車販売、中古車の買取り、
自動車の車検及び点検整備・板金、
自動車部品・用品の販売、保険等の代理店業務

（５）

〒701-0203　岡山県岡山市南区古新田1166

事業の規模

売上高 132億3174万円(令和5年)

エコアクション２１対象従業員数　242名

（６）事業年度 ４月～翌年３月

□認証・登録の対象組織・活動
全組織・全活動

※ エコアクション２１認証・登録制度における「従業員」とは、「法人を構成する全ての者及び個人事
業主に雇 用されている者」とし、「法人を構成する全ての者」には、代表者、常勤の役員、派遣、パー
ト、アルバイト 等も全て含みます。なお、パート、アルバイト、派遣社員の人数は、常勤職員数に換
算して従業員数に加えて ください。（例えば常勤職員が週５日勤務の場合、週２.５日勤務の者２名で
常勤１名と換算）

高柳 
東岡山店 
原尾島店 
岡南店 
倉敷店 
水島店 
笠岡店 
津山店 
BPセンター 
合計 

本社・岡山店・やしの木店 88
21
16 
15 
17 
25 
14 
14 
19 
13 

 242

従業員　 (人） 延べ床面積（㎡） 敷地面積　（㎡）

3,090
1,660

743
1,611
1,130

737
688

1,250
934

1,153
12,996

9,807
3,441
2,238
2,731
2,831
3,824
2,110
2,039
2,435
2,045

33,501



【２】実施体制図及び役割・責任・権限表

作成日：2023年11月13日



制定日： 2023年11月6日

 基本理念 
当社は、自動車の販売を主とする事業活動において、地球環境の保全が社会共通の重要課題
であることを認識し、環境ならびに温暖化対策・省エネに配慮した企業活動を行い、より豊
かな社会の発展に貢献します。

環境行動指針

環境マネジメントシステムを確立し、運用することによって、継続的改善を誓約します。

1.二酸化炭素排出量を削減します。重点分野として、ガソリン・軽油使用量削減を推進しま
す。

 2.廃棄物排出量の削減及び廃棄物の再生利用を推進します。

 3.水道使用量の削減を推進します。

 4.化学物質使用量の適正管理を推進します。

 5.環境に配慮した製品の販売を推進します。

 6.地域のボランティア、教育活動に積極的に参加します。 

 7.環境関連法規等を遵守します。

 8.本方針を全従業員に周知徹底します。

 
代表取締役社長 

ネッツトヨタ山陽株式会社

環 境 経 営 方 針
【３】



 

【４】目標及びその実績と判定・次年度目標



【５】環境経営活動の紹介

・不要時の消灯、電源オフ

・ノー残業DAYの実施（毎週火曜日）
・一斉ライトダウンキャンペーンの実施（6/24～7/7）
   岡山市の取り組みに連携し、お客様が少なくなる夕方
　以降、業務に支障のない範囲で消灯し、併せてお客様

　へチラシの配布等でこの活動を発信。

　期間中全社で消費電力を6,773,040Wh削減できた。

（1）電気使用量削減に向けた取り組み

（2）ガソリン使用量の削減に向けた取り組み

・Web会議（zoom）の推進
・エコドライブの実施（POPを掲示）
・社用車のPHV・EV化
・定期的なメンテナンス（タイヤ空気圧・エンジンオイルの管理）

（3）水使用量の削減に向けた取り組み

・トイレや洗面台に節水POPを掲示
・定期的な点検（漏水チェックと修理）

（4）産業廃棄物排出量の削減に向けた取り組み

・紙カタログ廃止

　環境負荷の低減とカーボンニュートラルへの取り組み

　の一環として、2025年1月までで紙カタログの制作と
　印刷が終了

　当社では2024年11月末をもって、紙カタログ請求リク
　エストの受付を終了し、スマートカタログへ移行

・会議資料や社内連絡のデジタル化

・両面印刷や裏紙の再利用



◆子育て支援の推進

　岡山県よりおかやま子育て応援宣言企業『アドバンス

　2024』として認定されました。
　これは、従業員の仕事と家庭の両立支援に積極的に取

　り組む企業として評価されたものです。

　具体的には、育児休業制度の充実、柔軟な勤務体系の

　導入、子育て支援に関する社内研修の実施などを行っ

　ています。

　交通安全啓発動画コンテストにおいて、2年
　連続『準グランプリ』を受賞しました。

　この動画は、交通ルールの遵守や安全意識の

　向上を目的として制作されたもので、地域住

　民や若年層に向けた啓発活動の一環として活

　用されています。今後も交通安全を含む地域

　の安心・安全に寄与する取り組みを継続して

　まいります。

（5）地域貢献活動　　　　　

◆交通安全啓発活動の推進

◆健康経営への取り組みと認定実績

　当社では、「社員が健康で活き活きと働けることが、会社の持続的発展の

　原動力」と位置づけ、社員・会社・家族が一体となって健康づくりを推

　進しています。

　今年度は外部講師によるメンタルヘルス研修を開催。

　また、ウォーキングコンテストを実施し、健康づくり

　の更なる意識向上を目指しました。

　これらの取り組みが評価され、2025年
　『健康経営優良法人』として認定され、

　さらに上位認定である『ネクストブラ

　イト1000』に選出されました。



◆障がい者支援施設との連携によるおもてなし品の提供

地域社会との共生を目指し、障がいのある方々が製造した

焼き菓子を来店されたお客様へのおもてなし品として活用

しています。こうした活動を通じて、すべての

人が活躍できる社会の実現に貢献するとともに

来店されたお客様にも温かみのあるサービスを

提供しています。

（6）社会的配慮・地域連携の取り組み

◆地域環境美化活動の取り組み

・歩道・カーブミラー清掃活動

・毎月第一木曜日の店舗周辺美化活動

・トヨタソーシャルフェス参加

　2024年は、波によって打ち上げられ
　た海洋ゴミの収集活動を行い、社員

　がボランティアとして海岸の清掃に

　取り組みました。この活動を通じて、海洋環境の保護に

　寄与するとともに、地域住民や他企業との連携を深める

　ことができました。今後も、持続可能な社会の実現に向

　けた取り組みを継続してまいります。

◆その他の取り組み

・中学生・大学生インターンシップ受け入れ

・トヨタ未来スクールへの参加

・外国人留学生の受け入れ

・専門学生向け奨学金制度の導入



【６】環境関連法規等の順守状況の評価の結果

主な環境関連法などおよび順守評価結果は、下表の通りです。

　

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、特定されたすべて法規等が順守されてい

ることを確認しました。

なお、環境関連法規等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去3年間ありませんでし
た。



【７】環境経営計画及び取組結果とその評価、

　　　次年度の取組内容



【８】代表者による全体の評価と見直し

ネッツトヨタ山陽株式会社

代表取締役社長

ガソリン・軽油・水使用量の削減に対しては成果を出すことができました。

エコカーの販売も伸ばせていますし、障がい者作成物の利用増加や環境美化など

社会課題解決に向けた活動への積極的参加もできました。

しかし、まだエコアクション21の取り組み2年目で、すべての従業員に十分浸透
していない状況です。さまざまな取り組みも部門長までしか伝わってないケース

も見受けられます。

今後は各部門長だけでなく全従業員も環境経営に参加していることが実感できる

イベントや取り組みを実施して、全社ぐるみの取り組みにしていきます。


